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(57)【要約】
【課題】無線通信システムにおけるＰＲＢ（ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）グリッドを構
成する方法及び装置が提供される。
【解決手段】端末（ＵＥ；ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎ
ｔ）は、搬送波の第１のＰＲＢに対する情報をネットワ
ークから受信し、前記搬送波の第１のＰＲＢから前記Ｐ
ＲＢグリッドを構成する。前記搬送波の第１のＰＲＢに
対する情報は、ＰＲＢ０とのオフセットに対する情報を
含むことができる。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおける端末（ＵＥ；ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）がＰＲＢ（ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）グリッドを構成する方法において、
　搬送波の第１のＰＲＢに対する情報をネットワークから受信し、及び
　前記搬送波の第１のＰＲＢから前記ＰＲＢグリッドを構成することを含む、方法。
【請求項２】
　前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ＰＲＢ０とのオフセットに対する情報を含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＰＲＢ０は、互いに異なるヌメロロジーのＰＲＢグリッドが整列された一番目のＰ
ＲＢである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ヌメロロジー別に受信される、請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ＰＲＢの個数及び／又は副搬送波の個数に
よって表現される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ＳＳ（ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　
ｓｉｇｎａｌ）／ＰＢＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）
ブロックのヌメロロジーに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記搬送波は奇数個のＰＲＢを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ＰＲＢ０とＳＳ／ＰＢＣＨブロック間のオ
フセットに対する情報を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記搬送波の中心周波数とＰＲＢ０間のオフセットに対する情報を受信することを更に
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記搬送波の中心周波数とＰＲＢ０間のオフセットに対する情報に基づき、前記搬送波
の中心周波数の位置を獲得することを更に含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　無線通信システムにおける端末（ＵＥ；ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）において、
　メモリと、
　送受信部と、
　前記メモリ及び前記送受信部と連結されるプロセッサとを含み、
　前記プロセッサは、
　搬送波の第１のＰＲＢに対する情報をネットワークから受信するように前記送受信部を
制御し、及び
　前記搬送波の第１のＰＲＢからＰＲＢ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏ
ｃｋ）グリッドを構成する、端末。
【請求項１２】
　前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ＰＲＢ０とのオフセットに対する情報を含
む、請求項１１に記載の端末。
【請求項１３】
　前記ＰＲＢ０は、互いに異なるヌメロロジーのＰＲＢグリッドが整列された一番目のＰ
ＲＢである、請求項１２に記載の端末。
【請求項１４】
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　前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ヌメロロジー別に受信される、請求項１１
に記載の端末。
【請求項１５】
　前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ＰＲＢの個数及び／又は副搬送波の個数に
よって表現される、請求項１１に記載の端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関し、より詳細には、無線通信システム、特に、ＮＲ（ｎｅｗ　
ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）でＰＲＢ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）グリッドを構成する方法及び装置に関する。　
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（３ｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ
）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ－ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、高速パケット通信を可能とす
るための技術である。ＬＴＥ目標であるユーザと事業者の費用節減、サービス品質向上、
カバレッジ拡張及びシステム容量増大のために多くの方式が提案された。３ＧＰＰ　ＬＴ
Ｅは、上位レベル必要条件として、ビット当たり費用節減、サービス有用性向上、周波数
バンドの柔軟な使用、簡単な構造、開放型インターフェース及び端末の適切な電力消費を
要求する。
【０００３】
　ＩＴＵ（ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｕｎｉ
ｏｎ）及び３ＧＰＰでＮＲ（ｎｅｗ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ
）システムに対する要求事項及び仕様を開発する作業が始まった。ＮＲシステムは、ｎｅ
ｗ　ＲＡＴなどの他の名称で呼ばれることもある。３ＧＰＰは、緊急な市場の要求とＩＴ
Ｕ－Ｒ（ＩＴＵ　ｒａｄｉｏ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｓｅｃｔｏｒ）ＩＭＴ（ｉ
ｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）－
２０２０プロセスが提示するより長期的な要求事項を全て適時に満たすＮＲを成功的に標
準化するために必要な技術構成要素を識別して開発しなければならない。また、ＮＲは、
遠い未来にも無線通信のために利用されることができる少なくとも１００ＧＨｚに達する
任意のスペクトラム帯域が使用可能でなければならない。
【０００４】
　ＮＲは、ｅＭＢＢ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｍｏｂｉｌｅ　ｂｒｏａｄｂａｎｄ）、ｍＭＴ
Ｃ（ｍａｓｓｉｖｅ　ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｙｐｅ－ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）、Ｕ
ＲＬＬＣ（ｕｌｔｒａ－ｒｅｌｉａｂｌｅ　ａｎｄ　ｌｏｗ　ｌａｔｅｎｃｙ　ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）などを含む全ての配置シナリオ、使用シナリオ、要求事項を扱う
単一技術フレームワークを対象とする。ＮＲは、本質的に順方向互換性があるべきである
。
【０００５】
　ＮＲはＬＴＥに比べて非常に広い広帯域上で動作する技術であり、柔軟な広帯域の運営
方式を支援するために、広帯域の支援側面では、ＬＴＥとは異なる次のような設計原則を
有する。
【０００６】
　－　ネットワークと端末（ＵＥ；ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）が支援する帯域幅の
能力が異なり得る。
【０００７】
　－　ＵＥが支援するダウンリンクとアップリンクの帯域幅の能力が異なり得る。
【０００８】
　－　各ＵＥが支援する帯域幅の能力が互いに異なり得、これによって、一つのネットワ
ークの周波数帯域内に互いに異なる帯域幅を支援するＵＥが共存し得る。
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【０００９】
　－　ＵＥの電力消耗を低減するために、ＵＥのトラフィック負荷の状態等によって、Ｕ
Ｅが構成を受ける帯域幅を異なって設定することができる。
【００１０】
　前述した設計原則を満たすために、ＮＲは既存のＬＴＥの搬送波集成（ＣＡ；ｃａｒｒ
ｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）に更に帯域幅部分（ＢＷＰ；ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　ｐ
ａｒｔ）のコンセプトを新たに導入した。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　ＮＲで新たに導入されたＢＷＰの特性により、様々なシナリオで互いに異なるイシュー
が発生し得る。本発明は、ＮＲの搬送波でＢＷＰの動作を効率的に行うために発生し得る
イシューについて議論する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　一様態において、無線通信システムにおける端末（ＵＥ；ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎ
ｔ）がＰＲＢ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）グリッドを構成する
方法が提供される。前記方法は、搬送波の第１のＰＲＢに対する情報をネットワークから
受信し、及び前記搬送波の第１のＰＲＢから前記ＰＲＢグリッドを構成することを含む。
【００１３】
　別の様態において、無線通信システムにおける端末（ＵＥ；ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅ
ｎｔ）が提供される。前記ＵＥは、メモリと、送受信部と、前記メモリ及び前記送受信部
と連結されるプロセッサとを含み、前記プロセッサは、搬送波の第１のＰＲＢに対する情
報をネットワークから受信するように前記送受信部を制御し、及び前記搬送波の第１のＰ
ＲＢからＰＲＢ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）グリッドを構成す
ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　ＵＥが自分に構成された搬送波が効果的に分かり、これによってＰＲＢグリッドを構成
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、本発明の技術的特徴が適用されることができる無線通信システムの一例
を示す。
【図２】図２は、本発明の技術的特徴が適用されることができる無線通信システムの別の
例を示す。
【図３】図３は、本発明の技術的特徴が適用できるフレーム構造の一例を示す。
【図４】図４は、本発明の技術的特徴が適用できるフレーム構造の別の例を示す。
【図５】図５は、本発明の技術的特徴が適用できる資源グリッドの一例を示す。
【図６】図６は、本発明の技術的特徴が適用できる同期化チャネルの一例を示す。
【図７】図７は、本発明の技術的特徴が適用できる周波数の割り当て方式の一例を示す。
【図８】図８は、本発明の技術的特徴が適用できる多重のＢＷＰの一例を示す。
【図９】図９は、本発明の一実施例に係るＰＲＢ０と搬送波間のオフセットを示す。
【図１０】図１０は、本発明の一実施例に係るデュプレックスギャップの構成の一例を示
す。
【図１１】図１１は、本発明の一実施例にかかり、ＵＥがＰＲＢグリッドを構成する方法
を示す。
【図１２】図１２は、本発明の実施例が実現されるＵＥを示す。ＵＥ側で前述した本発明
が本実施例に適用できる。
【図１３】図１３は、本発明の一実施例にかかり、ＢＳとＵＥが動作する方法を示す。
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【図１４】図１４は、本発明の実施例が実現されるＢＳを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下で説明する技術的特徴は、３ＧＰＰ（３ｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎ
ｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ）の標準化機構による通信規格や、ＩＥＥＥ（ｉｎｓｔｉ
ｔｕｔｅ　ｏｆ　ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ｅｎｇｉｎ
ｅｅｒｓ）の標準化機構による通信規格等で使用されることができる。例えば、３ＧＰＰ
の標準化機構による通信規格は、ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）及
び／又はＬＴＥシステムの進化を含む。ＬＴＥシステムの進化は、ＬＴＥ－Ａ（ａｄｖａ
ｎｃｅｄ）、ＬＴＥ－Ａ　Ｐｒｏ、及び／又は５Ｇ　ＮＲ（ｎｅｗ　ｒａｄｉｏ）を含む
。ＩＥＥＥの標準化機構による通信規格は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ／ａ
ｃ／ａｘなどのＷＬＡＮ（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）
システムを含む。前述したシステムは、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、及び／又はＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）などの多様な多重アクセス技術をダウンリンク（ＤＬ；ｄ
ｏｗｎｌｉｎｋ）及び／又はアップリンク（ＵＬ；ｕｐｌｉｎｋ）に使用する。例えば、
ＤＬにはＯＦＤＭＡのみを使用し、ＵＬにはＳＣ－ＦＤＭＡのみが使用されることができ
る。或いは、ＤＬ及び／又はＵＬにＯＦＤＭＡとＳＣ－ＦＤＭＡとが混用することもある
。
【００１７】
　図１は、本発明の技術的特徴が適用されることができる無線通信システムの一例を示す
。具体的に、図１は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒ
ｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）をベースとするシステム
アーキテクチャである。前述したＬＴＥは、Ｅ－ＵＴＲＡＮを使用するＥ－ＵＭＴＳ（ｅ
ｖｏｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ）の一部である。
【００１８】
　図１を参照すると、無線通信システムは、一つ以上のＵＥ（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅ
ｎｔ）１０、Ｅ－ＵＴＲＡＮ及びＥＰＣ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｐａｃｋｅｔ　ｃｏｒｅ）を
含む。ＵＥ１０は、ユーザが携帯する通信装置をいう。ＵＥ１０は、固定されるか、又は
移動性を有することができ、ＭＳ（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、ＵＴ（ｕｓｅｒ　
ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＳＳ（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）、無線機器等の別
の用語と呼ばれ得る。
【００１９】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、一つ以上のＢＳ（ｂａｓ　ｓｔａｔｉｏｎ）２０で構成される。Ｂ
Ｓ２０は、ＵＥ１０に向けたＥ－ＵＴＲＡユーザプレーン及びコントロールプレーンプロ
トコルの終端を提供する。ＢＳ２０は、一般にＵＥ１０と通信する固定された地点（ｆｉ
ｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）をいう。ＢＳ２０は、セル間の無線資源管理（ＲＲＭ；ｒａｄ
ｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）、無線ベアラ（ＲＢ；ｒａｄｉｏ　ｂ
ｅａｒｅｒ）制御、接続移動性制御、無線承認制御、測定の構成／提供、動的資源割り当
て（スケジューラ）などのような機能をホストする。ＢＳ２０は、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅ
ｄ　ＮｏｄｅＢ）、ＢＴＳ（ｂａｓｅ　ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　ｓｙｓｔｅｍ）、アク
セスポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ）等の別の用語と呼ばれ得る。
【００２０】
　ダウンリンク（ＤＬ；ｄｏｗｎｌｉｎｋ）は、ＢＳ２０からＵＥ１０への通信を示す。
アップリンク（ＵＬ；ｕｐｌｉｎｋ）は、ＵＥ１０からＢＳ２０への通信を示す。サイド
リンク（ＳＬ；ｓｉｄｅｌｉｎｋ）は、ＵＥ１０間の通信を示す。ＤＬで、送信機はＢＳ
２０の一部であってもよく、受信機はＵＥ１０の一部であってもよい。ＵＬで、送信機は
ＵＥ１０の一部であってもよく、受信機はＢＳ２０の一部であってもよい。ＳＬで、送信
機及び受信機は、ＵＥ１０の一部であってもよい。
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【００２１】
　ＥＰＣは、ＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）、Ｓ－
ＧＷ（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｇａｔｅｗａｙ）及びＰ－ＧＷ（ｐａｃｋｅｔ　ｄａｔａ　ｎｅ
ｔｗｏｒｋ（ＰＤＮ）ｇａｔｅｗａｙ）を含む。ＭＭＥは、ＮＡＳ（ｎｏｎ－ａｃｃｅｓ
ｓ　ｓｔｒａｔｕｍ）保安、アイドル状態の移動性処理、ＥＰＳ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｐａ
ｃｋｅｔ　ｓｙｓｔｅｍ）ベアラ制御等のような機能をホストする。Ｓ－ＧＷは、移動性
アンカリングなどのような機能をホストする。Ｓ－ＧＷは、Ｅ－ＵＴＲＡＮを終端点とし
て有するゲートウェイである。便宜上、ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ３０は、単純に「ゲートウェイ
」と言及されるが、この個体は、ＭＭＥ及びＳ－ＧＷを全て含むものと理解される。Ｐ－
ＧＷは、ＵＥ　ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）アドレスの割り当て、パケ
ットフィルタリング等のような機能をホストする。Ｐ－ＧＷは、ＰＤＮを終端点として有
するゲートウェイである。Ｐ－ＧＷは、外部のネットワークに連結される。
【００２２】
　ＵＥ１０は、ＵｕインターフェースによってＢＳ２０に連結される。ＵＥ１０は、ＰＣ
５インターフェースによって互いに相互連結される。ＢＳ２０は、Ｘ２インターフェース
によって互いに相互連結される。ＢＳ２０は、また、Ｓ１インターフェースを介してＥＰ
Ｃに連結される。より具体的には、ＭＭＥにＳ１－ＭＭＥインターフェースにより、且つ
Ｓ－ＧＷにＳ１－Ｕインターフェースにより連結される。Ｓ１インターフェースは、ＭＭ
Ｅ／Ｓ－ＧＷとＢＳ間の多－対－多の関係を支援する。
【００２３】
　図２は、本発明の技術的特徴が適用されることができる無線通信システムの別の例を示
す。具体的に、図２は、５Ｇ　ＮＲ（ｎｅｗ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏ
ｌｏｇｙ）システムに基づいたシステムアーキテクチャを示す。５Ｇ　ＮＲシステム（以
下、簡単に「ＮＲ」と称する）で使用される個体は、図１で紹介された個体（例えば、ｅ
ＮＢ、ＭＭＥ、Ｓ－ＧＷ）の一部または全ての機能を吸収することができる。ＮＲシステ
ムで使用される個体は、ＬＴＥと区別するために、「ＮＧ」という名称で識別されること
ができる。
【００２４】
　図２を参照すると、無線通信システムは、一つ以上のＵＥ１１、ＮＧ－ＲＡＮ（ｎｅｘ
ｔ－ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ＲＡＮ）及び５世代コアネットワーク（５ＧＣ）を含む。Ｎ
Ｇ－ＲＡＮは、少なくとも一つのＮＧ－ＲＡＮノードで構成される。ＮＧ－ＲＡＮノード
は、図１に示されたＢＳ２０に対応する個体である。ＮＧ－ＲＡＮノードは、少なくとも
一つのｇＮＢ２１及び／又は少なくとも一つのｎｇ－ｅＮＢ２２で構成される。ｇＮＢ２
１は、ＵＥ１１に向けたＮＲユーザプレーン及びコントロールプレーンプロトコルの終端
を提供する。Ｎｇ－ｅＮＢ２２は、ＵＥ１１に向けたＥ－ＵＴＲＡユーザプレーン及びコ
ントロールプレーンプロトコルの終端を提供する。
【００２５】
　５ＧＣは、ＡＭＦ（ａｃｃｅｓｓ　ａｎｄ　ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）、ＵＰＦ（ｕｓｅｒ　ｐｌａｎｅ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）及びＳＭＦ
（ｓｅｓｓｉｏｎ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を含む。ＡＭＦは、ＮＡ
Ｓ保安、アイドル状態の移動性処理などのような機能をホストする。ＡＭＦは、従来のＭ
ＭＥの機能を含む個体である。ＵＰＦは、移動性アンカリング、ＰＤＵ（ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）処理のような機能をホストする。ＵＰＦは、従来のＳ－ＧＷの
機能を含む個体である。ＳＭＦは、ＵＥ　ＩＰアドレスの割り当て、ＰＤＵセッションの
制御のような機能をホストする。
【００２６】
　ｇＮＢとｎｇ－ｅＮＢは、Ｘｎインターフェースを介して相互連結される。ｇＮＢ及び
ｎｇ－ｅＮＢは、また、ＮＧインターフェースを介して５ＧＣに連結される。より具体的
には、ＮＧ－Ｃインターフェースを介してＡＭＦに、且つＮＧ－Ｕインターフェースを介
してＵＰＦに連結される。
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【００２７】
　ＮＲにおける無線フレームの構造が説明される。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａにおける１つの無
線フレームは、１０個のサブフレームで構成され、１つのサブフレームは２個のスロット
で構成される。１つのサブフレームの長さは１ｍｓであってもよく、１つのスロットの長
さは０．５ｍｓであってもよい。１つの送信ブロックを上位層から物理層に送信する時間
（一般的に１つのサブフレームにわたって）は、ＴＴＩ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔ
ｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）で定義される。ＴＴＩはスケジューリングの最小単位であり
得る。
【００２８】
　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと異なり、ＮＲは様々なヌメロロジーを支援するので、よって、無
線フレームの構造が様々であり得る。ＮＲは周波数領域で種々の副搬送波間隔を支援する
。表１は、ＮＲで支援される種々のヌメロロジーを示す。各ヌメロロジーは、インデック
スμにより識別されることができる。
【００２９】

【表１】

【００３０】
　表１を参照すると、副搬送波間隔は、インデックスμで識別される１５、３０、６０、
１２０、及び２４０ｋＨｚのうちの一つに設定されることができる。しかし、表１に示す
副搬送波間隔は単に例示的なものであり、特定の副搬送波間隔は変更し得る。従って、各
々の副搬送波間隔（例えば、μ＝０、１．．．４）は、第１副搬送波間隔、第２副搬送波
間隔．．．Ｎ番目の副搬送波間隔で表現され得る。表１を参照すると、副搬送波間隔によ
って、ユーザデータ（例えば、ＰＵＳＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒ
ｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＤＳＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒ
ｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ））の送信が支援されなくてもよい。即ち、ユーザデータの送信は
、少なくとも一つの特定の副搬送波間隔（例えば、２４０ｋＨｚ）でのみ支援されなくて
もよい。
【００３１】
　また、表１を参照すると、副搬送波間隔によって同期チャネル（ＰＳＳ（ｐｒｉｍａｒ
ｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）、ＳＳＳ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　
ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）、ＰＢＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｂｒ
ｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　ｃｈａｎｎｅｌ）が支援されなくてもよい。即ち、同期チャネル
は、少なくとも一つの特定の副搬送波間隔（例えば、６０ｋＨｚ）でのみ支援されなくて
もよい。
【００３２】
　ＮＲでは、１つの無線フレーム／サブフレームに含まれるスロットの個数及びシンボル
の個数は、様々なヌメロロジー、即ち、様々な副搬送波間隔によって異なり得る。表２は
、スロット当たりのＯＦＤＭシンボルの個数、無線フレーム当たりのスロットの個数、及
び一般ＣＰ（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）でサブフレーム当たりのスロットの個数の例
を示す。
【００３３】
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【表２】

【００３４】
　表２を参照すると、μ＝０に対応する第１ヌメロロジーが適用されると、１つの無線フ
レームは１０個のサブフレームを含み、１つのサブフレームは１つのスロットに対応し、
１つのスロットは１４個のシンボルで構成される。本明細書において、シンボルは特定の
時間間隔の間に送信される信号を示す。例えば、シンボルは、ＯＦＤＭ処理により生成さ
れた信号を示すことができる。即ち、本明細書において、シンボルはＯＦＤＭ／ＯＦＤＭ
Ａシンボル又はＳＣ－ＦＤＭＡシンボル等を称し得る。ＣＰは、各シンボルの間に位置し
得る。図３は、本発明の技術的特徴が適用できるフレーム構造の一例を示す。図３におい
て、副搬送波間隔は１５ｋＨｚであり、これはμ＝０に対応する。
【００３５】
　図４は、本発明の技術的特徴が適用できるフレーム構造の別の例を示す。図４において
、副搬送波間隔は３０ｋＨｚであり、これはμ＝１に対応する。
【００３６】
　一方、本発明の実施例が適用される無線通信システムには、ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘ）及び／又はＴＤＤ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　ｄｕｐｌｅｘ）が適用できる。ＴＤＤが適用される際に、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａにおいて
、ＵＬサブフレーム及びＤＬサブフレームはサブフレームの単位に割り当てられる。
【００３７】
　ＮＲにおいて、スロット内のシンボルは、ＤＬシンボル（Ｄで表される）、流動シンボ
ル（Ｘで表される）、及びＵＬシンボル（Ｕで表される）に分類できる。ＤＬフレームの
スロットにおいて、ＵＥはＤＬ送信がＤＬシンボル又は流動シンボルでのみ発生すると仮
定する。ＵＬフレームのスロットで、ＵＥはＵＬシンボル又は流動シンボルでのみ送信す
べきである。
【００３８】
　表３は、対応するフォーマットインデックスにより識別されるスロットのフォーマット
の例を示す。表３の内容は、特定のセルに共通に適用されるか、隣接セルに共通に適用さ
れることができるか、個別的に又は異なって各ＵＥに適用されることができる。
【００３９】

【表３】
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【００４０】
　説明の便宜上、表３は、ＮＲで実際に定義されたスロットのフォーマットの一部のみを
示す。特定の割り当て方式が変更又は追加され得る。ＵＥは、上位層のシグナリング（即
ち、ＲＲＣ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）シグナリング）を介して
、スロットのフォーマットの構成を受信することができる。又は、ＵＥはＰＤＣＣＨを介
して、受信されるＤＣＩ（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
）を介してスロットのフォーマットの構成を受信することができる。又は、ＵＥは上位層
のシグナリング及びＤＣＩの組み合わせを介して、スロットのフォーマットの構成を受信
することができる。
【００４１】
　図５は、本発明の技術的特徴が適用できる資源グリッドの一例を示す。図５に示す例は
、ＮＲで使用される時間－周波数資源グリッドである。図５に示す例は、ＵＬ及び／又は
ＤＬに適用されることができる。図５を参照すると、多数のスロットが時間領域上の１つ
のサブフレーム内に含まれる。具体的に、「μ」の値によって表現されるとき、「１４＊
２μ」のシンボルが資源グリッドで表現されることができる。また、１つの資源ブロック
（ＲＢ；ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）は１２個の連続的な副搬送波を占めることがで
きる。１つのＲＢはＰＲＢ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）と呼ば
れ得、１２個の資源要素（ＲＥ；ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）が各ＰＲＢに含ま
れる。割り当て可能なＲＢの数は、最小値と最大値に基づいて決定されることができる。
割り当て可能なＲＢの数は、ヌメロロジー（「μ」）によって個別的に構成されることが
できる。割り当て可能なＲＢの数は、ＵＬとＤＬに対して同じ値で構成されることもあり
、ＵＬとＤＬに対して異なる値で構成されることもある。
【００４２】
　ＮＲにおけるセルの探索方式が説明される。ＵＥは、セルと時間及び／又は周波数同期
を獲得し、セルのＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を獲得するためにセルの探索を行うこと
ができる。ＰＳＳ、ＳＳＳ、及びＰＢＣＨのような同期化チャネルがセルの探索に使用さ
れることができる。
【００４３】
　図６は、本発明の技術的特徴が適用できる同期化チャネルの一例を示す。図６を参照す
ると、ＰＳＳ及びＳＳＳは、１つのシンボル及び１２７個の副搬送波を含むことができる
。ＰＢＣＨは、３個のシンボル及び２４０個の副搬送波を含むことができる。
【００４４】
　ＰＳＳは、ＳＳ／ＰＢＣＨブロック（ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ
／ＰＢＣＨ　ｂｌｏｃｋ）シンボルのタイミング獲得に使用される。ＰＳＳはセルのＩＤ
識別のための３つの仮説（ｈｙｐｏｔｈｅｓｅｓ）を指示する。ＳＳＳはセルのＩＤ識別
に使用される。ＳＳＳは、３３６個の仮説を指示する。結果として、１００８個の物理層
のセルのＩＤがＰＳＳ及びＳＳＳにより構成されることができる。
【００４５】
　ＳＳ／ＰＢＣＨブロックは５ｍｓウィンドウ（ｗｉｎｄｏｗ）内の所定のパターンによ
って繰り返して送信されることができる。例えば、Ｌ個のＳＳ／ＰＢＣＨブロックが送信
される場合、ＳＳ／ＰＢＣＨブロック＃１乃至ＳＳ／ＰＢＣＨブロック＃Ｌはいずれも同
一の情報を含むことができるが、異なる方向のビームを介して送信されることができる。
即ち、ＱＣＬ（ｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａｔｅｄ）関係が５ｍｓウィンドウ内のＳＳ／
ＰＢＣＨブロックに適用されないことがある。ＳＳ／ＰＢＣＨブロックを受信するのに使
用されるビームは、ＵＥとネットワーク間の後続動作（例えば、ランダムアクセス動作）
に使用されることができる。ＳＳ／ＰＢＣＨブロックは、特定の期間だけ繰り返すことが
できる。繰り返しの周期はヌメロロジーによって個別的に構成されることができる。
【００４６】
　図６を参照すると、ＰＢＣＨは、第２シンボル／第４シンボルに対して２０個のＲＢ、
及び第３シンボルに対して８個のＲＢの帯域幅を有する。ＰＢＣＨは、ＰＢＣＨをデコー
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ディングするためのＤＭ－ＲＳ（ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉ
ｇｎａｌ）を含む。ＤＭ－ＲＳに対する周波数領域は、セルのＩＤによって決定される。
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なり、ＣＲＳ（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）がＮＲで定義されないため、ＰＢＣＨをデコーディングするための
特別なＤＭ－ＲＳ（即ち、ＰＢＣＨ－ＤＭＲＳ）が定義される。ＰＢＣＨ－ＤＭＲＳは、
ＳＳ／ＰＢＣＨブロックはインデックスを示す情報を含むことができる。
【００４７】
　ＰＢＣＨは様々な機能を行う。例えば、ＰＢＣＨはＭＩＢ（ｍａｓｔｅｒ　ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ）を放送する機能を行うことができる。システム情報（ＳＩ；
ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）は、最小ＳＩ（ｍｉｎｉｍｕｍ　ＳＩ）とその
他ＳＩ（ｏｔｈｅｒ　ＳＩ）とに分けられる。最小ＳＩは、ＭＩＢとＳＩＢ１（ｓｙｓｔ
ｅｍ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ　ｔｙｐｅ－１）とに分けられる。ＭＩＢを
除いた最小ＳＩは、ＲＭＳＩ（ｒｅｍａｉｎｉｎｇ　ｍｉｎｉｍｕｍ　ＳＩ）といえる。
即ち、ＲＭＳＩはＳＩＢ１を称し得る。
【００４８】
　ＭＩＢは、ＳＩＢ１をデコーディングするのに必要な情報を含む。例えば、ＭＩＢはＳ
ＩＢ１（及びランダムアクセス手続で使用されるＭＳＧ２／４、その他ＳＩ）に適用され
る副搬送波間隔に対する情報、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックと後続して送信されるＲＢ間の周
波数オフセットに対する情報、ＰＤＣＣＨ／ＳＩＢの帯域幅に対する情報、ＰＤＣＣＨを
デコーディングするための情報（例えば、後述される探索空間／ＣＯＲＥＳＥＴ（ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｓｅｔ）／ＤＭ－ＲＳ等に対する情報）を含むことができ
る。ＭＩＢは周期的に送信されることができ、同一の情報は８０ｍｓの時間間隔の間に繰
り返して送信されることができる。ＳＩＢ１はＰＤＳＣＨを介して繰り返して送信される
ことができる。ＳＩＢ１は、ＵＥの初期アクセスのための制御情報及び他のＳＩＢをデコ
ーディングするための情報を含む。
【００４９】
　ＮＲでＰＤＣＣＨのデコーディングが説明される。ＰＤＣＣＨのための探索空間は、Ｕ
ＥがＰＤＣＣＨに対してブラインドデコーディンを行う領域に該当する。ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａにおいて、ＰＤＣＣＨに対する探索空間は、ＣＳＳ（ｃｏｍｍｏｎ　ｓｅａｒｃｈ　
ｓｐａｃｅ）及びＵＳＳ（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｓｅａｒｃｈ　ｓｐａｃｅ）に区分
される。各探索空間の大きさ及び／又はＰＤＣＣＨに含まれたＣＣＥ（ｃｏｎｔｒｏｌ　
ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔ）の大きさは、ＰＤＣＣＨのフォーマットによって決定
される。
【００５０】
　ＮＲでは、ＰＤＣＣＨに対する資源要素グループ（ＲＥＧ；ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅ
ｍｅｎｔ　ｇｒｏｕｐ）とＣＣＥが定義される。ＮＲでは、ＣＯＲＥＳＥＴの概念が定義
される。具体的に、１つのＲＥＧは１２個のＲＥ、即ち、１つのＯＦＤＭシンボルを介し
て送信された１つのＲＢに対応する。各々のＲＥＧはＤＭ－ＲＳを含む。１つのＣＣＥは
複数のＲＥＧ（例えば、６個のＲＥＧ）を含む。ＰＤＣＣＨは、１、２、４、８又は１６
のＣＣＥで構成された資源を介して送信されることができる。ＣＣＥの個数は集合レベル
（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｌｅｖｅｌ）によって決定されることができる。即ち、集合
レベルが１である場合は１ＣＣＥ、集合レベルが２である場合は２ＣＣＥ、集合レベルが
４である場合は４ＣＣＥ、集合レベルが８である場合は８ＣＣＥ、集合レベルが１６であ
る場合は１６ＣＣＥが特定のＵＥに対するＰＤＣＣＨに含まれる。
【００５１】
　ＣＯＲＥＳＥＴは、１／２／３ＯＦＤＭシンボル及び多重のＲＢで定義されることがで
きる。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａで、ＰＤＣＣＨに使用されるシンボルの個数は、ＰＣＦＩＣＨ
（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｏｒｍａｔ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈａｎｎ
ｅｌ）により定義される。しかし、ＰＣＦＩＣＨはＮＲで使用されない。代わりに、ＣＯ
ＲＥＳＥＴに使用されるシンボルの数は、ＲＲＣメッセージ（及び／又はＰＢＣＨ／ＳＩ
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Ｂ１）により定義されることができる。また、ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡではＰＤＣＣＨの周波
数帯域幅が全システム帯域幅と同一であるため、ＰＤＣＣＨの周波数帯域幅に関するシグ
ナリングがない。ＮＲにおいて、ＣＯＲＥＳＥＴの周波数領域は、ＲＢの単位にＲＲＣメ
ッセージ（及び／又はＰＢＣＨ／ＳＩＢ１）により定義されることができる。
【００５２】
　ＮＲでＰＤＣＣＨの探索空間がＣＳＳとＵＳＳとに区分される。ＵＳＳはＲＲＣメッセ
ージにより指示されることができるので、ＵＥがＵＳＳをデコーディングするためにはＲ
ＲＣ連結が必要であり得る。ＵＳＳはＵＥに割り当てられたＰＤＳＣＨのデコーディング
のための制御情報を含むことができる。
【００５３】
　ＲＲＣの構成が完了していない場合にも、ＰＤＣＣＨはデコーディングされなければな
らないので、ＣＳＳが定義されなければならない。例えば、ＣＳＳはＳＩＢ１を伝達する
ＰＤＳＣＨをデコーディングするためのＰＤＣＣＨが構成される際に、又はＭＳＧ２／４
を受信するためのＰＤＣＣＨがランダムアクセス手続で構成される際に定義されることが
できる。ＮＲではＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと同様に、ＰＤＣＣＨは特定の目的のためのＲＮＴ
Ｉ（ｒａｄｉｏ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）により
スクランブリングされることができる。
【００５４】
　ＮＲにおける資源割り当ての方式が説明される。ＮＲでは特定の個数（例えば、最大４
個）の帯域幅部分（ＢＷＰ；ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　ｐａｒｔ）が定義できる。ＢＷＰ（又
は搬送波ＢＷＰ）は連続するＰＲＢの集合であり、共通ＲＢ（ＣＲＢ；ｃｏｍｍｏｎ　Ｒ
Ｂ）の連続的な副集合で示すことができる。ＣＲＢ内の各ＲＢはＣＲＢ０と開始し、ＣＲ
Ｂ１、ＣＲＢ２等で示すことができる。
【００５５】
　図７は、本発明の技術的特徴が適用できる周波数の割り当て方式の一例を示す。図７を
参照すると、多数のＢＷＰがＣＲＢグリッドで定義されることができる。ＣＲＢグリッド
の基準点（共通基準点、開始点等と言及され得る）は、ＮＲでいわゆる「ポイントＡ」と
呼ばれる。ポイントＡはＲＭＳＩ（即ち、ＳＩＢ１）により指示される。具体的に、ＳＳ
／ＰＢＣＨブロックが送信される周波数帯域とポイントＡ間の周波数オフセットがＲＭＳ
Ｉを介して指示されることができる。ポイントＡはＣＲＢ０の中心周波数に対応する。ま
た、ポイントＡは、ＮＲでＲＥの周波数帯域を指示する変数「ｋ」が０に設定される地点
であり得る。図７に示す多数のＢＷＰは、１つのセル（例えば、ＰＣｅｌｌ（ｐｒｉｍａ
ｒｙ　ｃｅｌｌ））で構成される。複数のＢＷＰは、個別的に又は共通的に各セルに対し
て構成されることができる。
【００５６】
　図７を参照すると、各々のＢＷＰはＣＲＢ０からの大きさ及び開始点により定義される
ことができる。例えば、一番目のＢＷＰ、即ち、ＢＷＰ＃０はＣＲＢ０からのオフセット
を介して開始点により定義されることができ、ＢＷＰ＃０に対する大きさを介してＢＷＰ
＃０の大きさが決定できる。
【００５７】
　特定の個数（例えば、最大４個）のＢＷＰがＵＥに対して構成されることができる。特
定の時点で、セル別にただ特定の個数（例えば、１個）のＢＷＰのみが活性化できる。構
成可能なＢＷＰの個数や活性化されたＢＷＰの個数は、ＵＬ及びＤＬに対して共通的に又
は個別的に構成されることができる。ＵＥは活性ＤＬ　ＢＷＰでのみＰＤＳＣＨ、ＰＤＣ
ＣＨ及び／又はＣＳＩ（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）ＲＳを
受信することができる。また、ＵＥは活性ＵＬ　ＢＷＰにのみＰＵＳＣＨ及び／又はＰＵ
ＣＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を送信す
ることができる。
【００５８】
　図８は、本発明の技術的特徴が適用できる多重のＢＷＰの一例を示す。図８を参照する
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と、３個のＢＷＰが構成できる。第１のＢＷＰは４０ＭＨｚ帯域にわたっていてもよく、
１５ｋＨｚの副搬送波間隔が適用できる。第２のＢＷＰは、１０ＭＨｚ帯域にわたってい
てもよく、１５ｋＨｚの副搬送波間隔が適用できる。第３のＢＷＰは、２０ＭＨｚ帯域に
わたっていてもよく、６０ｋＨｚの副搬送波間隔が適用できる。ＵＥは３個のＢＷＰのう
ちの少なくとも一つのＢＷＰを活性のＢＷＰで構成することができ、活性のＢＷＰを介し
てＵＬ及び／又はＤＬデータ通信を行うことができる。
【００５９】
　時間資源はＤＬ又はＵＬ資源を割り当てるＰＤＣＣＨの送信時点に基づいて、時間差／
オフセットを示す方式で指示されることができる。例えば、ＰＤＣＣＨに対応するＰＤＳ
ＣＨ／ＰＵＳＣＨの開始点とＰＤＳＣＨ／ＰＵＳＣＨにより占有されるシンボルの個数が
指示できる。
【００６０】
　搬送波集成（ＣＡ：ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）が説明される。ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａと同様に、ＣＡはＮＲで支援されることができる。即ち、連続又は不連続な
構成搬送波（ＣＣ；ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）を集成して帯域幅を増加させ
て、結果として、ビットレートを増加させることができる。各々のＣＣは（サービング）
セルに対応することができ、各ＣＣ／セルはＰＳＣ（ｐｒｉｍａｒｙ　ｓｅｒｖｉｎｇ　
ｃｅｌｌ）／ＰＣＣ（ｐｒｉｍａｒｙ　ＣＣ）又はＳＳＣ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｓｅｒ
ｖｉｎｇ　ｃｅｌｌ）／ＳＣＣ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ＣＣ）に分けられる。
【００６１】
　ＢＷＰの動作に関して、特に初期のＤＬ　ＢＷＰで次のイシューが発生し得る。
【００６２】
　－　イシュー１：ＵＥの最小帯域幅
【００６３】
　－　イシュー２：ハンドオーバー
【００６４】
　－　イシュー３：ＰＲＢグリッドの構成
【００６５】
　前記イシュー１乃至イシュー３が発生し得るスペクトル及び／又は状況は、次の表４の
通りである。
【００６６】
【表４】

【００６７】
　表４におけるペアとは、ペアのスペクトル（ｐａｉｒｅｄ　ｓｐｅｃｔｒｕｍ）を意味
し、ペアのスペクトルは、ＤＬの搬送波とＵＬの搬送波とが互いに対をなす帯域を示す。
ペアのスペクトルの場合、表４における非ペアとは、非ペアのスペクトル（ｕｎｐａｉｒ
ｅｄ　ｓｐｅｃｔｒｕｍ）を意味し、非ペアのスペクトルは、ＤＬの搬送波とＵＬの搬送
波とが一つの帯域に含まれる帯域を示す。以下、本発明が提案するＢＷＰの動作を行う方
法について説明する。以下説明される本発明の実施例にかかり、本発明は前述したイシュ
ー１乃至イシュー３を解決しようとする。以下で別々に指示されなければ、各イシュー及
び／又はイシューに対する解決策は、互いに異なるセル（ＰＣｅｌｌ、ＳＣｅｌｌ及び／
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又はＰＳＣｅｌｌ）に適用されることができる。また、各イシュー及び／又はイシューに
対する解決策は、ＤＬ及び／又はＵＬに適用されることができる。
【００６８】
　１．ＵＥの最小帯域幅
【００６９】
　ＲＭＳＩ　ＣＯＲＥＳＥＴ及び／又はＲＭＳＩデータ部分を余りにも制限しないために
、初期のＤＬ　ＢＷＰはただＲＭＳＩ帯域幅と見なされる。しかし、ＲＭＳＩ帯域幅より
もさらに広い帯域幅を支援するＵＥ及び／又は構成されたＲＭＳＩ帯域幅よりもさらに広
いＵＥの最小帯域幅を有するＵＥのために、ＵＥはＲＭＩＳ帯域幅（即ち、初期のＤＬ　
ＢＷＰ）及びＳＳ／ＰＢＣＨブロックを同時にモニターすることができる。これは、ＵＥ
の最小帯域幅に対するＵＥ能力（以下、ＵＥの最小帯域幅能力）に基づくことができる。
但し、非ペアのスペクトルでは、初期のＤＬ　ＢＷＰと初期のＵＬ　ＢＷＰの全帯域幅が
ＵＥの最小帯域幅と同一であってもよく、又はそれよりも小さくてもよい。互いに異なる
ＵＥの最小帯域幅能力を有する互いに異なるＵＥタイプがある場合、互いに異なるＵＥの
最小帯域幅能力を支援するために、複数のＵＬ　ＢＷＰが構成できる。また、ＵＥは非ペ
アのスペクトルで同一の最小のＴＸ／ＲＸ帯域幅能力を有さなければならない。ペアのス
ペクトルでは、異なって指示されない限り、ＤＬとＵＬで同一のＵＥの最小帯域幅能力が
使用できる。
【００７０】
　２．ハンドオーバー
【００７１】
　ＵＥがセル内のハンドオーバー又はセル間のハンドオーバーを介してセルを変更するこ
とが要請されると、少なくとも一つのＤＬ　ＢＷＰ及び／又は少なくとも一つのＵＬ　Ｂ
ＷＰに対する構成の情報が新たに受信できる。少なくとも一つのＤＬ　ＢＷＰ及び／又は
少なくとも一つのＵＬ　ＢＷＰは、活性化された初期のＤＬ　ＢＷＰ及び／又は活性化さ
れた初期のＵＬ　ＢＷＰであると仮定する。活性化された初期のＤＬ　ＢＷＰ及び／又は
活性化された初期のＵＬ　ＢＷＰに対する構成の情報のために、次のオプションが考慮で
きる。
【００７２】
　（１）ＵＥはターゲットセルのＲＭＳＩを読み取り、初期のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰに対す
る構成の情報が獲得できる。初期のアクセス手続と同様に、ＲＭＳＩ　ＣＯＲＥＳＥＴが
初期のＤＬ　ＢＷＰを決定することができ、ＰＲＡＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒａｎｄｏ
ｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｈａｎｎｅｌ）及び／又はＭＳＧ３に関する構成の情報が初期のＵ
Ｌ　ＢＷＰを決定することができる。また、ソースセルがＵＥ特定のシグナリングを介し
てシステム情報を送信する場合、初期のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰに対する構成の情報がＵＥに
送信できる。このオプションは、ハンドオーバーの後に初期のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰが活性
化されることを仮定する。
【００７３】
　（２）ソースセルは、ハンドオーバーの後にターゲットセルで活性化されることができ
る基本のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰを構成することができる。前記基本のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰに
対する構成の情報は、ソースセル又はターゲットセルによりＵＥに送信されることができ
る。このオプションは、特にターゲットセルがハンドオーバーするＵＥの初期のアクセス
手続のために負荷を割りたい際に特に有用である。
【００７４】
　ソースセルは、前記基本のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰに対する構成の情報をターゲットセルに
送信することができる。前記基本のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰに対する構成の情報は、Ｓｅｒｖ
ｉｎｇＣｅｌｌＣｏｎｆｉｇ　ＩＥ（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）内のｆ
ｉｒｓｔＡｃｔｉｖｅＤｏｗｎｌｉｎｋＢＷＰ－Ｉｄフィールドであり得る。前記Ｓｅｒ
ｖｉｎｇＣｅｌｌＣｏｎｆｉｇ　ＩＥはＵＥにサービングセルを構成（即ち、追加及び／
又は修正）するのに使用される。サービングセルは、ＭＣＧ（ｍａｓｔｅｒ　ｃｅｌｌ　
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ｇｒｏｕｐ）及び／又はＳＣＧ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ　ｇｒｏｕｐ）の特殊セ
ル（ＳｐＣｅｌｌ；ｓｐｅｃｉａｌ　ｃｅｌｌ）及び／又はＳＣｅｌｌであり得る。
【００７５】
　前記ｆｉｒｓｔＡｃｔｉｖｅＤｏｗｎｌｉｎｋＢＷＰ－Ｉｄフィールドは、ＳｐＣｅｌ
ｌに対して構成される場合、ＲＲＣ構成（又は再構成）を行った後に活性化されるＤＬ　
ＢＷＰのＩＤを含むことができる。即ち、前記ｆｉｒｓｔＡｃｔｉｖｅＤｏｗｎｌｉｎｋ
ＢＷＰ－Ｉｄフィールドは、ＳｐＣｅｌｌに対してハンドオーバーの後に活性化されるこ
とができる基本のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰに対する情報を含むことができる。このフィールド
がなければ、ＲＲＣ構成（又は再構成）はＢＷＰの切替を伴わない。或いは、前記ｆｉｒ
ｓｔＡｃｔｉｖｅＤｏｗｎｌｉｎｋＢＷＰ－Ｉｄフィールドは、ＳＣｅｌｌに対して構成
される場合、ＳＣｅｌｌのＭＡＣ（ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）活性化
以降に使用されるＤＬ　ＢＷＰのＩＤを含むことができる。初期のＤＬ　ＢＷＰは、ＢＷ
Ｐ－Ｉｄ＝０により指示されることができる。ＰＣｅｌｌのハンドオーバー及び／又はＰ
ＳＣｅｌｌの付加／変更の以降、ネットワークはｆｉｒｓｔＡｃｔｉｖｅＤｏｗｎｌｉｎ
ｋＢＷＰ－Ｉｄフィールドの値とｆｉｒｓｔＡｃｔｉｖｅＵｐｌｉｎｋＢＷＰ－Ｉｄの値
を同じように設定できる。
【００７６】
　（３）ハンドオーバーの以降に活性化できる一番目のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰは、周波数内
のハンドオーバーであるか、周波数間のハンドオーバーであるかによって異なって決定さ
れることができる。ソースセルとターゲットセルとが同一の周波数のＳＳ／ＰＢＣＨブロ
ックを共有する周波数内のハンドオーバーでは、ハンドオーバー以降に活性化できる一番
目のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰの周波数の位置がソースセルの初期のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰの周波
数の位置が同一であり得る。反面、周波数間のハンドオーバーでは、前述したオプション
（１）又はオプション（２）のうちの何れかの方法が使用できる。
【００７７】
　光帯域搬送波内でセル内のハンドオーバーが行われるか、及び／又は更なる搬送波が構
成されると、新しいセルでＲＭＳＩ又はＯＳＩ（ｏｎ－ｄｅｍａｎｄ　ＳＩ）が再送信さ
れなくてもよい。このため、「ＲｅｆｅｒｅｎｃｅＣｅｌｌｆｏｒＳＩＢ」のフィールド
が構成できる。このフィールドがセルＩＤ及び／又はＳＳ／ＰＢＣＨブロックの周波数で
構成されると、ＵＥは指示されたセル及び／又はＳＳ／ＰＢＣＨブロックからＳＩＢ情報
をそのまま伝え受けることができる。また、このフィールドが構成されると、少なくとも
粗い（ｃｏａｒｓｅ）時間／周波数同期もまた、指示されたセル及び／又はＳＳ／ＰＢＣ
Ｈブロックから伝え受けることができる。また、このフィールドは、測定構成のために使
用されることもできる。測定構成がセルＩＤ及び／又はＳＳ／ＰＢＣＨブロックに対する
情報を含むと、各セル及び／又はＳＳ／ＰＢＣＨブロック又は各セル及び／又はＳＳ／Ｐ
ＢＣＨブロックの集合に対して、どのセル及び／又はＳＳ／ＰＢＣＨブロックがＳＩＢ及
び／又は粗い時間周波数／同期情報として使用されることができるかが指示できる。
【００７８】
　３．ＰＲＢグリッドの構成
【００７９】
　システム帯域幅が特定のヌメロロジーに対して奇数個のＰＲＢを支援すると、搬送波の
中心がどこであるか定義される必要がある。特に、ＵＥが１つのＢＷＰのみで構成され、
該当ＢＷＰがシステム帯域幅及び／又はＵＥ能力によって全システム帯域幅をカバーする
ことができる場合、このようにシステム帯域幅が奇数個のＰＲＢである場合を処理するた
めの方法が要求できる。このため、下記のオプションが考慮できる。
【００８０】
　（１）ネットワークは、ＰＲＢ０、即ち、ポイントＡとＳＳ／ＰＢＣＨ間のオフセット
をＵＥに指示することができる。ネットワークはＵＥが使用することができる搬送波の一
番目のＰＲＢに対する情報及び／又はシステム帯域幅の外部の一番目のＰＲＢに対する情
報をＵＥに指示することができる。
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【００８１】
　図９は、本発明の一実施例に係るＰＲＢ０と搬送波間のオフセットを示す。ＰＲＢ０は
、互いに異なるヌメロロジーのＰＲＢグリッドが整列される一番目のＰＲＢであり得る。
ネットワークが図９のようにＰＲＢグリッドを構成する場合、ＰＲＢ０はシステム帯域幅
の外部に位置する。ＰＲＢ０とＳＳ／ＰＢＣＨブロック間のオフセット（オフセット＝Ｘ
及び／又はオフセット＝Ｙ）に基づき、ＵＥは与えられたヌメロロジーに対してＰＲＢグ
リッドを構成することができる。
【００８２】
　また、ＵＥは与えられたヌメロロジーに対して、搬送波の実際の帯域幅に対する情報及
び／又はＢＷＰの帯域幅に対する情報を受信する必要がある。例えば、最も小さい副搬送
波間隔を有するヌメロロジーに対してＰＲＢ２からＰＲＢ５８まで５７個のＰＲＢがＰＲ
Ｂ０からのオフセットで指示されることができ、２番目の副搬送波間隔を有するヌメロロ
ジーに対してＰＲＢ１からＰＲＢ２９まで２９個のＰＲＢがＰＲＢ０からのオフセットで
指示されることができ、最も大きい副搬送波間隔を有するヌメロロジーに対してＰＲＢ１
からＰＲＢ１３まで１３個のＰＲＢがＰＲＢ０からのオフセットで指示されることができ
る。これによって、ＵＥは、搬送波が実際に開始する部分が分かる。
【００８３】
　また、ＵＥは構成されたＢＷＰが全システム帯域幅であるか否かが分からないので、搬
送波の中心を指示するために、更なるオフセットに対する情報が指示できる。これは、図
９でオフセット＝Ｚを意味する。図９では、オフセットＺが搬送波の中心に関するオフセ
ットであることを仮定するが、オフセットＺは、搬送波の他の部分に対するオフセットを
意味することもできる。例えば、オフセットＺは、ＰＲＢ０と搬送波の一番目のＰＲＢ間
のオフセットを意味することができる。オフセットＺは、ＰＲＢの個数及び／又は副搬送
波の個数で表現されることができる。オフセットＺは、ヌメロロジー別に指示されること
ができる。或いは、オフセットＺはＳＳ／ＰＢＣＨブロックのヌメロロジーに基づいて構
成されることができる。オフセットＺ及び／又はＰＲＢ０とＳＳ／ＰＢＣＨブロック間の
オフセットＸ／Ｙに基づき、ＵＥはＰＲＢグリッドを構成することができ、搬送波の中心
周波数の位置を得るためにオフセットＺを適用することができる。
【００８４】
　搬送波の中心周波数は、ＤＣ（ｄｉｒｅｃｔ　ｃｕｒｒｅｎｔ）であり得る。オフセッ
トＺはＤＣの指示が必要な場合に指示されることができる。ＤＣの指示によるシグナリン
グのオーバーヘッドが問題になる場合、ＰＲＢ０の副搬送波０を仮想のＤＣ周波数として
使用できる。また、オフセットＺがＰＲＢの個数のみで表現されることができる。さらに
、オフセットＺの代わりに搬送波の帯域幅が指示できる。特に、ＳＣｅｌｌの構成で、中
心周波数が直接指示されることができ、中心周波数とＰＲＢ０間のオフセットが指示でき
る。
【００８５】
　前記オフセットＺは、ｏｆｆｓｅｔＴｏＣａｒｒｉｅｒのフィールドによって実現され
ることができる。前記ｏｆｆｓｅｔＴｏＣａｒｒｉｅｒのフィールドはポイントＡ（即ち
、互いに異なるヌメロロジーの共通ＰＲＢ０の副搬送波０）と、該当搬送波で使用できる
最も低い副搬送波間のオフセットを指示することができる。前記オフセットＺはＰＲＢの
個数で表現されることができる。前記オフセットＺは、ヌメロロジー、即ち、副搬送波間
隔別に構成されることができる。前記オフセットＺにより、与えられたヌメロロジーに対
してＵＥが使用できる搬送波のＰＲＢグリッドの開始地点が構成できる。また、構成され
たＰＲＢグリッドに基づき、一つ以上のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰが構成でき、該当ＤＬ／ＵＬ
　ＢＷＰで様々なＢＷＰの動作が行われる。
【００８６】
　一方、ＵＬ又は受信機ＤＣの場合、ＵＥが割り当てられたＢＷＰの中心で送信機ＤＣ（
又は受信機ＤＣ）に基づいて信号を生成するか、又は中心周波数を指示することができる
。ＤＣが存在し得る２個の搬送波間で、より小さい副搬送波のインデックスがＤＣトーン
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として使用されることができる。また、中心周波数とＳＳ／ＰＢＣＨブロック間のギャッ
プがＳＳ／ＰＢＣＨブロックに使用されるヌメロロジーに基づいて複数のＰＲＢであるこ
とを仮定すると、これは、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックのＰＲＢグリッド及び他のチャネルの
ＰＲＢグリッド間のオフセットにより処理されることができる。しかし、シンクラスタ（
ｓｙｎｃ　ｒａｓｔｅｒ）が副搬送波間隔の倍数である場合には、別個のシグナリングが
必要であり得る。このような別個のシグナリングは、ＵＥがＴＸ　ＤＣトーンについて分
かる必要があるが、ネットワークがＴＸ　ＤＣトーンについて分かる必要がある場合に必
要であり得る。
【００８７】
　ＳＣｅｌｌの構成の場合、類似の方法が使用できる。即ち、ＳＣｅｌｌがＳＳ／ＰＢＣ
Ｈブロック又はＳＣｅｌｌが活性化されると、自動的に活性化されるＤＬ　ＢＷＰを含む
場合、基準の周波数はＳＳ／ＰＢＣＨブロックのヌメロロジーに基づいて、ＰＲＢ０から
ＲＢの個数だけ離れている周波数であり得る。
【００８８】
　或いは、基準の周波数は、ＡＲＦＣＮ（ａｂｓｏｌｕｔｅ　ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｎｕｍｂｅｒ）に従うことができ、この際のＰＲＢ０は、図９
でオフセットＸ／ＹではないオフセットＺとして指示される必要がある。これは、ＰＲＢ
０が与えられたヌメロロジー及び／又はＳＳ／ＰＢＣＨブロックのヌメロロジーに基づい
て、複数のＰＲＢ及び／又は複数の副搬送波を含むということを意味する。
【００８９】
　ＳＣｅｌｌの構成が与えられる場合、周波数を指示するために以下が考慮できる。
【００９０】
　－　ＰＲＢ０の周波数が指示できる。これは、チャネルラスタが副搬送波の倍数である
ことを仮定とする。チャネルラスタが副搬送波の倍数と整列されない場合、チャネルラス
タとＰＲＢ周波数の位置間のずれを補償するために、ＡＦＲＣＮと更なるオフセットが必
要であり得る。
【００９１】
　－　ＳＳ／ＰＢＣＨブロックがある場合、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックの最も低い周波数又
はＵＥが測定のために接続することができるＳＳ／ＰＢＣＨブロックの位置のうち何れか
が指示できる。ＳＣｅｌｌがＳＳ／ＰＢＣＨブロックを含まない場合、時間／周波数同期
のための基準のＳＳ／ＰＢＣＨブロックの周波数の位置が指示されることもある。
【００９２】
　－　搬送波の中心周波数が指示できる。この際、ＳＣｅｌｌが構成されたＵＥは、指示
された周波数をＤＣ搬送波として使用でき、同一の搬送波にＰＣｅｌｌに接続したＵＥは
、ＰＲＢ０の副搬送波０をＤＣ搬送波として使用できる。このような側面で、共通ＤＣ搬
送波が使用できる。ＰＲＢ０の副搬送波０が共通ＤＣ搬送波として使用できる。
【００９３】
　（２）エラーが発生した場合（又は、基本構成）
【００９４】
　例えば、ＵＥが一つのＢＷＰのみを支援し、ネットワークがＲＲＣ連結、ＳＣｅｌｌの
構成及び／又はハンドオーバー以降、どのＢＷＰも構成しない場合があり得る。このよう
な場合、どのＢＷＰが活性のＢＷＰであるかが明確に定義される必要がある。
【００９５】
　ＰＣｅｌｌの場合、ＵＥが搬送波のシステム帯域幅に対する情報を獲得する前までは、
初期のＢＷＰがＵＥ帯域幅として使用できる。ネットワークがシステム帯域幅に対する情
報を送信するか、ネットワークがＵＥが支援することができる帯域幅よりもさらに広い帯
域幅を構成すると、ＵＥはこれを支援することができる。但し、当然ＵＥは自分の最大の
ハードウェア能力内でのみ送信又はモニタリングを行うことができる。即ち、資源割り当
て等が広いシステム帯域幅に基づいて行われるが、ＵＥはシステム帯域幅の一部でのみ送
信を行うか、又は受信を期待することができる。ＵＥはシステム搬送波の中心が自分に構
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成された搬送波の中心周波数と整列されていることを仮定することができる。
【００９６】
　ＢＷＰは帯域幅に対するＵＥ能力によって暗示的に決定されることができる。即ち、初
期のＤＬ　ＢＷＰの中心が搬送波の周波数として使用されることができ、ＵＥは初期のＤ
Ｌ　ＢＷＰの中心及び／又はＤＬでＵＥが支援する帯域幅によってＤＬ　ＢＷＰを決定す
ることができる。類似の方式がＵＬにも適用されることができる。ＵＥ能力に基づく最大
の帯域幅がＭＳＧ４が送信された以降、及び／又はＭＳＧ３が送信された以降、及び／又
はＵＥ能力を示すメッセージが送信された以降（即ち、ネットワークがＵＥ能力を獲得し
た後）に使用されることができる。
【００９７】
　ＰＣｅｌｌで基本のＢＷＰ構成以前の基本動作は、次の何れか一つに従うことができる
。
【００９８】
　－　オプション１：初期のＤＬ　ＢＷＰが再構成される前まで維持されることができる
。又は、初期のＤＬ　ＢＷＰはスケジューリングＤＣＩ又は基本のＢＷＰに帰らせるタイ
マーによって切り替えられる前まで維持されることができる。或いは、初期のＤＬ　ＢＷ
Ｐは、基本のＢＷＰにより再構成される前まで維持されることができる。
【００９９】
　－　オプション２：ＵＥ能力に基づいて自分のＢＷＰを拡張することができる。ＵＥは
複数のＢＷＰが明示的に構成され、そのうちの一つが初期のＢＷＰで選択される前まで、
又は新しいＢＷＰがスケジューリングＤＣＩによって指示される前まで拡張されたＢＷＰ
を活性のＢＷＰとして使用できる。
【０１００】
　－　オプション３：ＭＳＧ４の受信以降にＢＷＰの構成が常時与えられる。該当ＢＷＰ
はＭＳＧ４の受信以降に活性化されることができる。活性化されたＢＷＰは、ＢＷＰが変
更される前まで使用できる。
【０１０１】
　即ち、初期のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰ（即ち、一番目の活性ＢＷＰ）以降、二番目の活性Ｂ
ＷＰが暗示的に（例えば、ＵＥ能力に基づいて）決定されるか、又は明示的に（例えば、
ＭＳＧ４に基づいて）決定されるか、又はスケジューリングＤＣＩによって決定されるこ
とができる。
【０１０２】
　ＳＣｅｌｌの場合、ＳＣｅｌｌの構成に搬送波の周波数のみが指示できる。ＵＥのＢＷ
Ｐは、搬送波の周波数及びＵＥが支援する最大のＲＦ帯域幅に基づいて構成されることが
できる。即ち、ＵＥは自分が支援するＲＦ帯域幅に基づいてＵＥ能力別にＢＷＰを暗示的
に構成することができる。これは、ＵＥがＤＬとＵＬで互いに異なる能力を有する場合に
も適用されることができる。この際のＢＷＰは最大のＢＷＰであり得る。資源割り当て及
び／又は帯域幅の定義の目的において、ＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰは各々［搬送波の周波数＋Ｄ
Ｌ帯域幅能力］及び［搬送波の周波数＋ＵＬ帯域幅能力］で決定されることができる。即
ち、ＵＥが一つのＢＷＰのみを支援すると、ＢＷＰの構成は必要ではないことがある。Ｕ
Ｅが複数のヌメロロジーを支援すると、複数のＢＷＰが与えられたヌメロロジー別にＵＥ
のＲＦ能力によって暗示的に構成されることができる。
【０１０３】
　また、周波数範囲又は周波数帯域別に基本の帯域幅が定義できる。搬送波の周波数が中
心周波数という仮定下に、搬送波の周波数に対する情報に基づいて基本の帯域幅が搬送波
のために使用できる。
【０１０４】
　また、スケジューリングＤＣＩを介して複数のＢＷＰ間にＢＷＰが変更できる。スケジ
ューリングＤＣＩがＢＷＰを変更することができるか否かは、ＵＥ能力及び／又はネット
ワークの構成に従うことができる。ネットワークがＤＣＩ内にＢＷＰのインデックスに関
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するフィールドを構成すれば、これは、ＢＷＰがスケジューリングＤＣＩによって変更し
得るということを意味する。ＵＥがＢＷＰの変更を支援しなければ、ＵＥは該当構成が支
援されないことを期待することができる。スケジューリングＤＣＩを介したＢＷＰの変更
が支援される場合、次のオプションが考慮できる。
【０１０５】
　－　初期のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰ及び基本のＢＷＰを含む全てのＢＷＰがスケジューリン
グＤＣＩにより指示されることができる。初期のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰのインデックスは０
であってもよく、基本のＢＷＰのインデックスは１であってもよい。残りのＢＷＰは異な
るインデックスを有し得る。例えば、ＰＲＡＣＨをトリガーするＰＤＣＣＨのオーダーは
、ＰＲＡＣＨ資源（例えば、ＵＬ　ＢＷＰ）とＤＬ　ＢＷＰ（ＲＡＲ（ｒａｎｄｏｍ　ａ
ｃｃｅｓｓ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）のための）を指示することができる。
【０１０６】
　－　基本のＢＷＰと構成されたＢＷＰのみがスケジューリングＤＣＩによって指示され
ることができ、初期のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰはＲＲＣ＿ＩＤＬＥの状態でのみ使用されるこ
とができる。ＵＥはＲＲＣ＿ＩＤＬＥの状態に遷移すると、初期のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰに
帰り、構成に基づいてページングをモニターすることができる。
【０１０７】
　－　スケジューリングＤＣＩにより変更／指示されることができるＢＷＰの集合が構成
された全てのＢＷＰ（初期のＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰ及び基本のＢＷＰを含む）から暗示的に
及び／又は明示的に構成されることができる。
【０１０８】
　スケジューリングＤＣＩによりＢＷＰを変更する場合、資源割り当てフィールドの整列
が考慮される必要がある。
【０１０９】
　スケジューリングＤＣＩによりＢＷＰを変更する場合、次のオプションが更に考慮でき
る。
【０１１０】
　－　スケジューリングＤＣＩはスケジュールされたＰＤＳＣＨ及び／又はスケジュール
されたＰＵＳＣＨに対して、活性のＢＷＰを直ちに変更することができる。この際、ＰＤ
ＣＣＨ－ＰＤＳＣＨの遅延及び／又はＰＤＣＣＨ－ＰＵＳＣＨの遅延により変更遅延が必
要であり得る。変更遅延が要求される遅延よりも小さいと、数ＯＦＤＭシンボルの間に送
信又は受信が省略できる。
【０１１１】
　－　スケジューリングＤＣＩは、次のスケジューリングから活性のＢＷＰを変更するこ
とができる。即ち、新しいＢＷＰは、次のスケジューリングから有効である。
【０１１２】
　－　ＤＬ／ＵＬ又はＤＣＩフォーマットによって異なる動作が行われる。例えば、スケ
ジューリングＤＣＩは、スケジュールされたＰＤＳＣＨ及び／又はスケジュールされたＰ
ＵＳＣＨに対して、活性のＢＷＰを直ちに変更することができ、専用（ｄｅｄｉｃａｔｅ
ｄ）のＤＣＩは次のスケジューリングから活性のＢＷＰを変更することができる。
【０１１３】
　ＦＤＤの場合にも、ＤＬとＵＬが遠く離れておらず、ＵＥのハードウェアが扱うことが
難しい場合が発生し得る。このような場合、ＤＬの中心周波数とＵＬの中心周波数との間
の最大のデュプレックスギャップ（ｍａｘｉｍｕｍ　ｄｕｐｌｅｘ　ｇａｐ）が考慮でき
る。例えば、固定されたデュプレックスギャップが構成でき、この際、ＵＥのＵＬ　ＢＷ
Ｐは、［ＤＬ　ＢＷＰの中心周波数＋固定されたデュプレックスギャップ＋ＵＥのＵＬ　
ＴＸ　ＲＦ能力］の範囲内になければならない。即ち、ＵＬ　ＢＷＰの構成の範囲が、Ｕ
ＥがＵＬ周波数の切替のために、ＤＬ周波数の同期を使用することができる特定の範囲内
に制限されることができる。
【０１１４】
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　ＵＥが固定されたデュプレックスギャップの代わりに複数のデュプレックスギャップを
支援及び／又はデュプレックスギャップが構成できる範囲を支援すると、デュプレックス
ギャップのために複数の値が使用されるか、値の範囲が使用できる。例えば、ＵＥのＵＬ
　ＢＷＰは［ＤＬ　ＢＷＰの中心周波数＋最も小さいデュプレックスギャップ＋ＵＥのＵ
Ｌ　ＴＸ　ＲＦ能力］から［ＤＬ　ＢＷＰの中心周波数＋最も大きいデュプレックスギャ
ップ＋ＵＥのＵＬ　ＴＸ　ＲＦ能力］の範囲内になければならない。即ち、ＵＬ　ＢＷＰ
の周波数領域の範囲はＵＥの能力により制限され得る。
【０１１５】
　図１０は、本発明の一実施例に係るデュプレックスギャップの構成の一例を示す。
【０１１６】
　図１０－（ａ）において、各構成されたＤＬ　ＢＷＰに対して固定されたデュプレック
スギャップ又はデュプレックスギャップの集合が構成され、ＵＬ　ＢＷＰはＵＥ能力に基
づいて構成されることができる。この際のデュプレックスギャップは、ＤＬ／ＵＬ帯域幅
及び／又はＤＬ／ＵＬのためのＰＲＢ０の構成によって変更し得る。
【０１１７】
　図１０－（ｂ）において、ＤＬ　ＢＷＰのためのＰＲＢの集合とＵＬ　ＢＷＰのための
ＰＲＢの集合が、ＵＥが能力により支援できる最大のＰＲＢ内に含まれ得る。ＤＬ及び／
又はＵＬのためのＰＲＢ０に基づいてＵＥはデュプレックスギャップを獲得することがで
き、ＤＬ／ＵＬ　ＢＷＰはＵＥの能力内になければならない。このオプションは、ＰＲＢ
０の構成に基づいて柔軟な（ｆｌｅｘｉｂｌｅ）デュプレックスギャップを定義する。こ
の際、ＵＬ　ＢＷＰは［固定されたデュプレックスギャップ＋ＤＬ　ＢＷＰの中心周波数
＋構成された帯域幅］が中心にあり、全帯域幅がＵＥの能力内にあれば、有効なものと見
なされる。
【０１１８】
　図１０－（ｃ）は、図１０－（ａ）と図１０－（ｂ）のハイブリッドオプションである
。即ち、ＵＥは固定されたデュプレックスギャップを使用し、ＰＲＢの集合はＵＥのＵＬ
能力を超えない。この際、ＰＲＢの集合は固定されたデュプレックスギャップを考慮する
とき、ＰＲＢ０を超えて、負数のＰＲＢのインデックスを有するＰＲＢを含むことができ
る。
【０１１９】
　一方、ペアのスペクトルでもＤＬ　ＢＷＰとＵＬ　ＢＷＰ間のペアリングが考慮できる
。この際、ＤＬ　ＢＷＰとＵＬ　ＢＷＰ間に固定されたデュプレックスギャップが構成さ
れるようにＤＬ　ＢＷＰとＵＬ　ＢＷＰが定義できる。即ち、ＤＬ　ＢＷＰとＵＬ　ＢＷ
Ｐの中心が同一の非ペアのスペクトルと同様に、ペアのスペクトルでＤＬ　ＢＷＰとＵＬ
　ＢＷＰの中心が固定されたデュプレックスギャップだけ離れ得る。
【０１２０】
　図１１は、本発明の一実施例にかかり、ＵＥがＰＲＢグリッドを構成する方法を示す。
ＵＥ側で前述した本発明が本実施例に適用されることができる。
【０１２１】
　段階Ｓ１１００で、ＵＥは搬送波の第１のＰＲＢに対する情報をネットワークから受信
する。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ＰＲＢ０とのオフセットに対する情報
を含むことができる。前記ＰＲＢ０は、互いに異なるヌメロロジーのＰＲＢグリッドが整
列された一番目のＰＲＢであり得る。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報はヌメロロ
ジー別に受信されることができる。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報はＰＲＢの個
数及び／又は副搬送波の個数によって表現されることができる。前記搬送波の第１のＰＲ
Ｂに対する情報は、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックのヌメロロジーに基づくことができる。前記
搬送波は奇数個のＰＲＢを含むことができる。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は
、ＰＲＢ０とＳＳ／ＰＢＣＨブロック間のオフセットに対する情報を含むことができる。
【０１２２】
　段階Ｓ１１１０で、ＵＥは、前記搬送波の第１のＰＲＢから前記ＰＲＢグリッドを構成
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することができる。
【０１２３】
　また、ＵＥは、前記搬送波の中心周波数とＰＲＢ０間のオフセットに対する情報を受信
することができる。ＵＥは、前記搬送波の中心周波数とＰＲＢ０間のオフセットに対する
情報に基づき、前記搬送波の中心周波数の位置を獲得することができる。
【０１２４】
　図１１で説明された本発明の一実施例に係ると、ＵＥは、ＵＥが使用できる搬送波の第
１のＰＲＢに対する情報を受信することによって、ＰＲＢグリッドを構成することができ
る。具体的に、ＵＥはＰＲＢ０とのオフセットに対する情報を受信することによって、搬
送波に対してＰＲＢグリッドを構成することができる。結果として、ＰＲＢグリッドが構
成された搬送波内で、ＵＥは様々なＢＷＰの動作を行うことができる。
【０１２５】
　図１２は、本発明の実施例が実現されるＵＥを示す。ＵＥ側で前述した本発明が本実施
例に適用できる。
【０１２６】
　ＵＥ１２００は、プロセッサ１２１０、メモリ１２２０、及び送受信部１２３０を含む
。プロセッサ１２１０は、本明細書で説明された機能、過程及び／又は方法を実現するよ
うに構成されることができる。無線インターフェースプロトコルの層がプロセッサ１２１
０内に実現されることができる。より具体的に、プロセッサ１２１０は、搬送波の第１の
ＰＲＢに対する情報をネットワークから受信するように送受信部１２３０を制御する。前
記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ＰＲＢ０とのオフセットに対する情報を含むこ
とができる。前記ＰＲＢ０は、互いに異なるヌメロロジーのＰＲＢグリッドが整列された
一番目のＰＲＢであり得る。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ヌメロロジー別
に受信されることができる。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報はＰＲＢの個数及び
／又は副搬送波の個数によって表現されることができる。前記搬送波の第１のＰＲＢに対
する情報は、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックのヌメロロジーに基づくことができる。前記搬送波
は、奇数個のＰＲＢを含むことができる。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、Ｐ
ＲＢ０とＳＳ／ＰＢＣＨブロック間のオフセットに対する情報を含むことができる。また
、プロセッサ１２１０は、前記搬送波の第１のＰＲＢから前記ＰＲＢグリッドを構成する
。
【０１２７】
　メモリ１２２０は、プロセッサ１２１０と連結され、プロセッサ１２１０を駆動するた
めの様々な情報を格納する。送受信部１２３０は、プロセッサ１２１０と連結され、無線
信号を送信及び／又は受信する。
【０１２８】
　プロセッサ１２１０は、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎ
ｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、 他のチップセット、論理回路及び／又はデータ
処理装置を含むことができる。メモリ１２２０は、ＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍ
ｏｒｙ）、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリ、
メモリカード、格納媒体及び／又は他の格納装置を含むことができる。送受信部１２３０
は、無線周波数の信号を処理するためのベースバンド回路を含むことができる。実施例が
ソフトウェアとして実現される際に、前述した技法は、前述した機能を行うモジュール（
過程、機能等）で実現されることができる。モジュールは、メモリ１２２０に格納され、
プロセッサ１２１０によって実行されることができる。メモリ１２２０は、プロセッサ１
２１０の内部又は外部にあってもよく、よく知られている多様な手段でプロセッサ１２１
０と連結されてもよい。
【０１２９】
　図１２で説明された本発明の一実施例に係ると、プロセッサ１２１０は、ＵＥ１２００
が使用できる搬送波の第１のＰＲＢに対する情報を受信するように送受信部１２３０を制
御することによって、ＰＲＢグリッドを構成することができる。具体的に、プロセッサ１
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２１０は、ＰＲＢ０とのオフセットに対する情報を受信するように送受信部１２３０を制
御することによって、搬送波に対してＰＲＢグリッドを構成することができる。結果とし
て、ＰＲＢグリッドが構成された搬送波内で、ＵＥ１２１０は様々なＢＷＰの動作を行う
ことができる。
【０１３０】
　図１３は、本発明の一実施例にかかり、ＢＳとＵＥが動作する方法を示す。ＢＳ／ＵＥ
側で前述した本発明が本実施例に適用されることができる。
【０１３１】
　段階Ｓ１３００で、ＢＳは搬送波の第１のＰＲＢに対する情報をＵＥに送信する。前記
搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ＰＲＢ０とのオフセットに対する情報を含むこと
ができる。前記ＰＲＢ０は互いに異なるヌメロロジーのＰＲＢグリッドが整列された一番
目のＰＲＢであり得る。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ヌメロロジー別に送
信されることができる。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報はＰＲＢの個数及び／又
は副搬送波の個数によって表現されることができる。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する
情報は、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックのヌメロロジーに基づくことができる。前記搬送波は奇
数個のＰＲＢを含むことができる。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ＰＲＢ０
とＳＳ／ＰＢＣＨブロック間のオフセットに対する情報を含むことができる。
【０１３２】
　段階Ｓ１３１０で、ＵＥは、前記搬送波の第１のＰＲＢから前記ＰＲＢグリッドを構成
することができる。
【０１３３】
　また、ＢＳは、前記搬送波の中心周波数とＰＲＢ０間のオフセットに対する情報をＵＥ
に送信することができる。ＵＥは、前記搬送波の中心周波数とＰＲＢ０間のオフセットに
対する情報に基づき、前記搬送波の中心周波数の位置を獲得することができる。
【０１３４】
　図１３で説明された本発明の一実施例に係ると、ＢＳは、ＵＥが使用できる搬送波の第
１のＰＲＢに対する情報をＵＥに送信することによって、ＵＥがＰＲＢグリッドを構成す
ることを助けることができる。具体的に、ＢＳはＰＲＢ０とのオフセットに対する情報を
ＵＥに送信することができ、ＵＥはこれに基づき、搬送波に対してＰＲＢグリッドを構成
することができる。結果として、ＰＲＢグリッドが構成された搬送波内で、ＵＥは様々な
ＢＷＰの動作を行うことができる。
【０１３５】
　図１４は、本発明の実施例が実現されるＢＳを示す。ＢＳ側で、前述した発明が本実施
例に適用されることができる。
【０１３６】
　ＢＳ１４００は、プロセッサ１４１０、メモリ１４２０、及び送受信部１４３０を含む
。プロセッサ１４１０は、本明細書で説明された機能、過程及び／又は方法を実現するよ
うに構成されることができる。無線インターフェースプロトコルの層がプロセッサ１４１
０内に実現されることができる。より具体的に、プロセッサ１４１０は、搬送波の第１の
ＰＲＢに対する情報をＵＥに送信するように送受信部１４３０を制御する。前記搬送波の
第１のＰＲＢに対する情報は、ＰＲＢ０とのオフセットに対する情報を含むことができる
。前記ＰＲＢ０は互いに異なるヌメロロジーのＰＲＢグリッドが整列された一番目のＰＲ
Ｂであり得る。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ヌメロロジー別に受信される
ことができる。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報はＰＲＢの個数及び／又は副搬送
波の個数によって表現されることができる。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、
ＳＳ／ＰＢＣＨブロックのヌメロロジーに基づくことができる。前記搬送波は、奇数個の
ＰＲＢを含むことができる。前記搬送波の第１のＰＲＢに対する情報は、ＰＲＢ０とＳＳ
／ＰＢＣＨブロック間のオフセットに対する情報を含むことができる。
【０１３７】
　メモリ１４２０は、プロセッサ１４１０と連結され、プロセッサ１４１０を駆動するた
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めの様々な情報を格納する。送受信部１４３０は、プロセッサ１４１０と連結され、無線
信号を送信及び／又は受信する。
【０１３８】
　プロセッサ１４１０は、ＡＳＩＣ、他のチップセット、論理回路及び／又はデータ処理
装置を含むことができる。メモリ１４２０は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、フラッシュメモリ、メモ
リカード、格納媒体及び／又は他の格納装置を含むことができる。送受信部１４３０は、
無線周波数の信号を処理するためのベースバンド回路を含むことができる。実施例がソフ
トウェアとして実現される際に、前述した技法は、前述した機能を行うモジュール（過程
、機能等）で実現されることができる。モジュールは、メモリ１４２０に格納され、プロ
セッサ１４１０によって実行されることができる。メモリ１４２０は、プロセッサ１４１
０の内部又は外部にあってもよく、よく知られている多様な手段でプロセッサ１４１０と
連結されてもよい。
【０１３９】
　図１４で説明された本発明の一実施例に係ると、プロセッサ１４１０は、ＵＥが使用で
きる搬送波の第１のＰＲＢに対する情報を受信するように送受信部１４３０を制御するこ
とによって、ＵＥがＰＲＢグリッドを構成することを助けることができる。具体的に、プ
ロセッサ１４１０は、ＰＲＢ０とのオフセットに対する情報をＵＥに送信するように送受
信部１４３０を制御することができ、ＵＥはこれに基づき、搬送波に対してＰＲＢグリッ
ドを構成することができる。結果として、ＰＲＢグリッドが構成された搬送波内で、ＵＥ
は様々なＢＷＰの動作を行うことができる。
【０１４０】
　前述した例示的なシステムで、前述した本発明の特徴によって具現できる方法は順序図
に基づいて説明された。便宜上、方法は一連のステップまたはブロックで説明されたが、
請求された本発明の特徴はステップまたはブロックの順序に限定されるものではなく、あ
るステップは他のステップと前述したことと異なる順序で、または同時に発生することが
できる。また、当業者であれば、順序図に示したステップが排他的でなく、他のステップ
が含まれるか、または順序図の一つまたはその以上のステップが本発明の範囲に影響を及
ぼさず、削除できることを理解することができる。
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【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年3月24日(2020.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおける端末（ＵＥ）が物理資源ブロック（ＰＲＢ）グリッドを構成
する方法において、
　特定のヌメロロジーを用いる搬送波とＰＲＢ０との間のオフセットに関する情報、及び
前記搬送波の帯域幅に関する情報をネットワークから受信するステップと、
　前記オフセットに関する情報及び前記搬送波の前記帯域幅に関する情報に基づいて、前
記特定のヌメロロジーに対する前記搬送波の前記ＰＲＢグリッドを構成するステップと、
を含み、
　前記オフセットに関する情報及び前記搬送波の前記帯域幅に関する情報は、前記特定の
ヌメロロジーに対して設定され、
　前記オフセットに関する情報は、前記特定のヌメロロジーを用いて、前記ＰＲＢ０から
開始するＰＲＢの個数により表される、方法。
【請求項２】
　前記ＰＲＢ０は、互いに異なるヌメロロジーのＰＲＢグリッドが整列された一番目のＰ
ＲＢである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＰＲＢ０は、前記搬送波の帯域幅の外側に位置する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記搬送波は奇数個のＰＲＢを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記オフセットに関する情報は、前記ＰＲＢ０と同期化信号（ＳＳ）／物理ブロードキ
ャストチャネル（ＰＢＣＨ）ブロックとの間のオフセットに関する情報を含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項６】
　前記搬送波の中心周波数と前記ＰＲＢ０との間のオフセットに関する情報を受信するス
テップを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記搬送波の中心周波数と前記ＰＲＢ０との間のオフセットに関する情報に基づいて、
前記搬送波の中心周波数の位置を獲得するステップを更に含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　無線通信システムにおける端末（ＵＥ）において、
　メモリと、
　送受信部と、
　前記メモリ及び前記送受信部と連結されるプロセッサと、を含み、
　前記プロセッサは、
　特定のヌメロロジーを用いる搬送波とＰＲＢ０との間のオフセットに関する情報、及び
前記搬送波の帯域幅に関する情報をネットワークから受信し、
　前記オフセットに関する情報及び前記搬送波の前記帯域幅に関する情報に基づいて、前
記特定のヌメロロジーに対する前記搬送波のＰＲＢグリッドを構成するよう設定され、
　前記オフセットに関する情報及び前記搬送波の前記帯域幅に関する情報は、前記特定の
ヌメロロジーに対して設定され、
　前記オフセットに関する情報は、前記特定のヌメロロジーを用いて、前記ＰＲＢ０から
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開始するＰＲＢの個数により表される、端末。
【請求項９】
　前記ＰＲＢ０は、互いに異なるヌメロロジーのＰＲＢグリッドが整列された一番目のＰ
ＲＢである、請求項８に記載の端末。
【請求項１０】
　前記ＰＲＢ０は、前記搬送波の帯域幅の外側に位置する、請求項８に記載の端末。
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